
平 成 ２ ４ 年 １ 月 ３ １ 日

海 事 局 外 航 課

２０１１年の日本関係船舶における海賊等事案の状況及び

世界における海賊等事案の状況について

１．２０１１年の１年間に日本関係船舶（日本籍船及び我が国の船舶運航事業

者が運航する外国籍船）が海賊等（海賊及び海上武装強盗）から受けた被害

の状況について、我が国の外航海運事業者等からの報告を基に、以下のとお

りまとめました。

[概要]

（１）発生件数

日本関係船舶で、２０１１年に海賊等の被害（単に船舶に乗り込まれた

ものを含む。）を受けた船舶は１１件（前年：１５件）ありました。

（２）発生場所

東南アジア周辺海域で９件（前年：９件）、インド洋及びアフリカ周辺

海域で２件（前年：６件）の事案が発生しました。

（３）被害状況

航行中の船舶が小型船から重火器らしきものによって発砲を受け、船体

に被弾、追跡を受けるという事案が、紅海で１件発生しました。この事案

では、同船の回避操船によって海賊の追跡を振り切っています。また、イ

ンド洋では、航行中に乗り込まれたものの、現場に展開する米軍が海賊を

拘束するという事案が１件発生しました。

東南アジア等においては、錨泊中又は着岸中に発生した軽微な事案とな

っています。

被害にあった船舶について、船籍別の内訳は、パナマ籍９隻、バハマ籍

１隻、日本籍１隻でした。

２．国際海事局（ＩＭＢ）から、２０１１年の世界における海賊等に関する年

次報告書が２０１２年１月１９日に発表されました。同報告書の概要につい

ては、別添４及び別添５をご覧下さい。

［参考］

・日本関係船舶における海賊等事案の発生件数の推移【別添１】

・日本関係船舶の海賊等事案発生状況について（２０１１年）【別添２、３】

・世界における海賊等事案の動向【別添４】

・世界における海賊等事案の発生件数の推移及び海域別の発生状況【別添５】

連絡先：海事局外航課 小森、池田

TEL 03-5253-8111（内線43303、43366）

03-5253-8932（直通）



日本関係船舶における海賊等事案の発生件数の推移

別添１

1616

18

日本関係船舶における海賊等事案の発生件数の推移

16

12 12

15

12

14

16

12

9

10

12

11

10

12

（
件
数

7

8

5

6

8数
）

2

4

0

02 03 04 05 06 07 08 09 10 11

（年）

注）計上されている海賊等事案の発生件数は、人的被害、金品の被害及び船体の被害等の実害が発生した事案のほか、単に船舶に乗り込まれた事案
を含めた数となっています。船舶に対して直接的な接触がなかった未遂事案については、発生件数に含まれていません。

なお、この発生件数は、外航海運事業者等から任意に提供された事案のみを計上したものです。
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日本関係船舶の海賊等事案発生状況について（２０１１年）

ベトナム１件（錨泊中）

インド洋１件（航行中）
乗り込まれ

バングラディシュ１件（錨泊中）
盗難

ベトナム１件（錨泊中）
盗難

紅海１件（航行中）
船体被弾

マレーシア１件（着岸中）
盗難

インド１件（錨泊中）
盗難

インドネシア５件（錨泊中）
盗難、乗り込まれ



番号
被害日時
(日本時)

被害場所 概要 被害 船籍 総トン数 船種 乗組員 積荷

①
２月１９日
０３：００頃

インドネシア
タボネア港錨地

錨泊中の窃盗事案
係船ロープ
（船員にケガなし）

パナマ ３９，９９６トン バルクキャリア―
２１名 （日本人８名、フィ
リピン人１３名）

石炭

②
２月２１日
２３：００頃

バングラティシュ
チッタゴン港錨地

錨泊中の窃盗事案
係船ロープ
（船員にケガなし）

日本 ２８，４８０トン タンカー
２３名（日本人１０名、
フィリピン人１３名）

燃料油

③
３月５日

２１：００頃
オマーン沖 航行中の乗り込まれ事案

機器類の損傷
（船員にケガなし）

バハマ ５７，４６２トン タンカー
２４名（ｸﾛｱﾁｱ人2名、ﾓﾝ
ﾃﾈｸﾞﾛ人2名、ﾙｰﾏﾆｱ人
2名、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ人16名）

燃料油

④
３月７日

０６：００頃
ベトナム
カイラン港錨地

錨泊中の窃盗事案
係船ロープ等
（船員にケガなし）

パナマ ３９，３８５トン チップ船
２１人（フィリピン人４名、
ミャンマー人１７名）

なし

月 イ ド 係船 プ 名 （韓国人 名

日本関係船舶の海賊等発生状況について（2011年）

※　日本関係船舶：日本籍船及び我が国の船舶運航事業者が運航する外国籍船
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⑤
３月２６日
０７：１５頃

インド
コーチン港錨地

錨泊中の窃盗事案
係船ロープ
（船員にケガなし）

パナマ ２８，０５９トン タンカー
２１名 （韓国人４名、フィ
リピン人１７名）

燃料油

⑥
８月９日

０１：０１頃
インドネシア
ドゥマイ港錨地

錨泊中の乗り込まれ事案
なし
（船員にケガなし）

パナマ ５７，９４３トン タンカー
２４人（日本人９名、フィ
リピン人１５名）

なし

⑦
８月１８日
０７：４５頃

インドネシア
ベラワン港錨地

錨泊中の窃盗事案
無線機
（船員にケガなし）

パナマ １６，２３２トン ケミカルタンカー
２１人（韓国人１０名、中
国人１１名）

植物油

⑧
９月９日

００：４８頃
インドネシア
ニパ港錨地

錨泊中の乗り込まれ事案
なし
（船員にケガなし）

パナマ ４１，８２５トン タンカー
２２人（ルーマニア人２
名、フィリピン人２０名）

燃料油

⑨
９月９日

０５：３０頃
インドネシア
カリムン港錨地

錨泊中の窃盗事案
救命浮環
（船員にケガなし）

パナマ １３，２９２トン ケミカルタンカー
２２人（船員バングラディ
シュ人）

石油化学製品

⑩
９月２８日
２１：３０頃

紅海 航行中の追跡事案
船体に被弾
（船員にケガなし）

パナマ １６，２２２トン ケミカルタンカー
２４人（船員バングラディ
シュ人）

化学製品

⑪
１１月１４日
０４：５０頃

マレーシア
サンダカン港

着岸中の窃盗事案
ペイント缶
（船員にケガなし）

パナマ ７，２１５トン ケミカルタンカー
２１人（全員フィリピン
人）

植物油
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◆ 世界における海賊等事案の動向

国際商業会議所（ＩＣＣ）の国際海事局（ＩＭＢ）が１月１９日に発表し

た年次報告書によると、２０１１年に世界で発生した海賊等事案の件数は４

３９件と前年に比べ６件減少しました。

ソマリア海賊の攻撃は、主にアラビア海とアデン湾に集中しています。被

害発生件数は２３７件と前年に比べ１８件増加しましたが、ハイジャックさ

れた船舶隻数は２８隻と前年に比べ２１隻減少しました。これは、各国海軍

の警備とシタデルや民間武装警備員の使用を含めた商船側の防御策の成果に

よるものです。しかしながら、ソマリア海賊により４７０名の船員が人質と

なり、８名が殺害されています。被害地域の内訳については、アラビア海を

含むソマリア沖で１６０件、アデン湾で３７件、紅海南部で３９件、オマー

ンで１件となっています。

アフリカのその他の海域では、ナイジェリアからベナンにかけて武装強盗

被害が発生しています。暴力的ではありますが、ハイジャックされた場合で

も、ソマリアの海賊と比較して、拘束期間は約１０日間と短い傾向がありま

す。

東南アジアの海賊等被害件数は８０件となっており、前年より増加してい

ます。特にインドネシアでは４６件と、２００７年以降最も高い件数となっ

ており、その殆どが錨泊中の船舶に乗り込まれた事案となっています。

一方、バングラデシュでは、バングラディシュコーストガードの警備によ

り、チッタゴン港での武装強盗事案が前年の２３件から１０件に減少してい

ます。

注）国際海事局（ＩＭＢ）は、国際貿易等に関する取引慣習の統一化等を行
う民間団体で ある国際商業会議所（ＩＣＣ）の専門部局であり、海賊など
海事関係の犯罪に対する防 止対策等について、独自に情報を収集し、その
分析等を通じて、広く海事関係者に助言を行っている機関です。
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マ・シ海峡, 12

ナイジェリア, 10

その他, 85

ソマリア周辺海域, 237

ベナン, 20

マレーシア, 16

南シナ海, 13

（注） ・マ・シ海峡及びソマリア周辺海域の件数は、それぞれ東南アジア、アフリカの内数である。
・２００２年から２００８年までのソマリア周辺海域の件数は、ソマリア及びアデン湾・紅海の件数の合計。
・２００９年より、ＩＭＢの年次報告書における整理から、ソマリア周辺海域の件数は、ソマリア及びアデン湾・紅海の件数に
アラビア海、インド洋、オマーンにおける海賊事案をソマリア周辺海域の海賊事案として計上している。

インドネシア, 46




